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１．研究計画の概要 
  消化管ならびに尿路ストーマ保有者に
対する適応と WOC 看護の効果について
1998 年に前川が開発した「ストーマ保有
者の自己適応尺度」を精選し、日英共通尺
度（OAI-23）として発展させ、国際比較研
究を実施する。その結果に基づき、ストー
ま保有者のリハビリテーションを促進す
ることを目指す。 

 
２．研究の進捗状況 
  平成 18年度から 21年度まで 4年間に渡

り日本と英国のオストミー協会会員とス
トーマ保有者の協力を得て「ストーマ保有
者の生きる力形成に及ぼす WOC 看護の効
果」の研究に取り組んでいる。本研究の外
的基準としてOstomate’s Self Adjustment 
Scale(OSAS: オストミー自己適応尺度)や
疾病受容尺度、SF-8のQOL尺度を用いる。 

研究３年間の経緯で英国 Hertfoldsher
大学看護医療学部 Simmons 氏、Smith 氏 
らと共同開発した英国版自己適応尺度：
Ostomy Adjustment Inventry-23
（OAI-23）を用いて、日英同時に 600 人
規模のストーマ保有者への調査をを行い、
尺度の信頼性と妥当性ならびに実証デー
タにおける民族性などを統計的に比較検
討した。これまでの研究成果は日本、オー
ストリア、スロベニアで開催されたストー
マ関連学会で発し、WOC 看護学領域にお
いて最も権威ある雑誌である Jounal of 
ostomy,wound and continence nursing
（36（１）, P69-75、2009.に原著論文が掲

載された。 
また、シンガポール総合病院で英語-中国

語圏の患者に対する OAI-23 の調査を行っ
ている。共通尺度を用いて異文化交流を行
い、アジアにおけるストーマ保有者に対す
る第一次調査を実施しているところであ
る。他にもブラジル・サンパウロ大学看護
学部、オランダオストミー協会との共同研
究を進めている。 

  現在日本人のほうが英国人よりもスト
ーマ手術後のリハビリテーションにおい
て適応状態スコアが低いという結果が得
られたのであるが、その統計的な解釈にお
ける文化的要因を多面的に検討している。 

 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 

（1） OAI23ツールは日本語から英語への
翻訳を行い、日英共通尺度開発を終えた。
また英文ジャーナルに原著論文が掲載さ
れたので当初の予定通りに進めることが
できたと考える。 

（2） 現在、日英の文化的な背景の差を踏
まえ、ストーマ保有者の適応水準の相違
についてデータを検討し、英語論文を作
成している。 

（3） シンガポールにおける共同研究で
は英語の OAI23 を英語版で使用するほか
シンガポール・チャイニーズに翻訳して
尺度の内容妥当性を検証しているが文字
が読め、抽象的な内容を解釈できる対象
者のリクルートが難しい。 
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４．今後の研究の推進方策 
 国際比較のために国際学会に参加し、オラ
ンダ、アメリカ合衆国、アジア諸国における
共同研究者をリクルートしていく予定であ
る。その上で、共通の関連要因からなる質問
項目内容をもつ質問紙を作り、多国間同時に
調査を実施し分析する予定である。その成果
は毎年開催されるストーマ関連国際学会で
発表し、グローバルスタンダードのストーマ
ケア開発に役立つようにしていきたい。 
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